
＃２６１ 

 

こんにちは。塾長の大井です。 

８期生受験戦記第１４回です。 

 

前述しましたが、憧れ校と志望校は大きく異なります。憧れ校は学校の

印象や数字だけを見て、ここに行けたらいいなあという見上げるような

願いです。小さい子の多くが口にする、宇宙飛行士や野球選手になりた

いという感覚に近いかもしれません。それに対して、志望校とは学校に

心から惹かれ、自分が自分の努力で絶対にこの学校の一員になると覚悟

を決めた唯一の学校のことです。そこには憧れでは終わらない、希望も

責任も強い意志も求められます。 

 

Ｋさんにとって女子学院は憧れになってしまっていました。JGでどれだ

け思考を求められるかを強調しても、それが普段の勉強の粘りやこだわ

りにはつながっていませんでした。夏から始まった算数のスランプは秋

になっても改善の兆しを見せず、志望校が定まって復調したＳさんとは

徐々に差がついてきました。それは田宮が小４の時から危惧していた２



人の現実でした。国語ではエース級の力へと育っていたＫさんでしたが、

私からも厳しく言いました。 

「Ｋの中で JGが憧れにしかなっていない。それが普段の算数の思考につ

ながってないんだ。本当に JG生になるという想いが答案に示せないなら、

第一志望は考え直した方がいいな。本当に行きたいなら、サピ模試の答

案で想いを語れ！」 

でも予想通り、結果は苦しいものでした。#260でも書いた通り 20%と

いう数字が突きつけられたのです。 

分厚い暗雲がＫさんの前途に立ちこめていました。 

 

Sさんとは違い、Kさんのスランプは続きました。女子学院云々ではな

く、Kさん自身がねばり強く思考しなければ、受験校には関係なく厳し

くなってしまう。そんな状況が続きました。 なんとかこの流れを変えな

くてはいけないと、ある日私は Kさんを呼びました。 

「学校との相性は必ずある。そしてそれ以上に縁がある。Ｋには JG以上

に縁がある学校があると思う。それが雙葉だ。」 

Kさんの JGへの想いは強いものでした。Sさんのようには簡単には受け

入れられない様子でした。 



「簡単に変えたくない気持ちは理解できる。その芯は K の美点だからな。

でも先生は分かる。雙葉に Kのことを教えてやりたい。こんな愚直でこ

んなピカピカな子がここにいますよ、絶対雙葉は採ったほうがいいです

よって。それだけのものがＫにはある。だからやっぱり Kと受かりたい

んだ。雙葉なら必ず入ってから輝けると思う。」 

そこで少し Kさんの表情が変わりました。田宮も言いました。 

「JGの問題や思考は Kはやれてない。正直レベル差が大きい。でも雙葉

なら愚直にやれば問題にしがみつけるし、Kはそこから変えなきゃダメ

だ。まず K自身が変わらなきゃな。」 

 

Kさんはまだ決めかねていました。でも確かにここから少しずつ変わっ

ていきました。 

志望校＝相手を変えたというより、自分を省みることがその始まりでし

た。 

 

（第１５回につづく） 
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